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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

こどもこどもこどもこどもエコクラブエコクラブエコクラブエコクラブ活動補助事業活動補助事業活動補助事業活動補助事業

開始年度 2000 終了年度 9999

目的 小・中学生の環境活動を促進し、環境保全に対する意識・知識の向上、将来の環境市民育成を図る。
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事業名

部署名 環境課

小中学校の各クラブによる環境保全活動に対し補助金を交付。各こどもエコクラブは、活動報告会（発表会および壁新聞掲
示）を実施。
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活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

単独事業
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基本施策
体系

重点施策
体系

こどもエコクラブ活動報告会の開催 目標値 1111 1111 1111 1111 1111回

実績値 1111 1111

 こどもエコクラブの活動支援（補助件数）※
Ｈ23より1団体あたりの補助額の変更（2万円→
10万円）

目標値 30303030 7777 8888 9999 10101010件

実績値 19191919 8888

こどもエコクラブ登録数 クラブ 目標値 40404040 40404040 45454545 45454545 50505050

計算
根拠

こどもエコクラブ登録数

実績値 32323232 25252525

達成率
（％）

80.080.080.080.0 62.562.562.562.5

実数値 32323232 25252525

ランク BBBB CCCC

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

人と生きものが共生する環
境社会を構築する

環境

基本目標 属性 基本施策

環境市民の育成

実施施策

3105

「鯖江ブランド」づくり 自然・地球環境郷土の誇りを未来につなぐまちづく
り

重点施策 分類（大） 分類（小）

722

H23事業名 こどもエコクラブ活動補助事業 1002

557
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

小・中学生による早い時期からの環境保全への取り組みは、一生涯の環境教育・
学習を定着させるために必要である。
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事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

 次世代への環境に関する意識付けという観点から非常に重要かつ必要である。
また、市、環境まちづくり委員会、民間団体等との密接な連携が必要であるた
め、市がパイプ役になる必要がある。
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【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

１クラブ年間２万円を基準に支援しているが、登録会員を増加させるためには経
費削減しない必要がある。

根
拠

児童・生徒に対する環境教育の一環として実施しているものであり、クラブ会費
徴収等による財源確保は不適当である。

根
拠

市がエコクラブと環境ＮＰＯや地域団体との橋渡しをすることにより、成果の向
上が期待できる。

根
拠

小中学校の各クラブによる環境保全活動に対し、補助
金10万円を目途に補助する。

事務改善事務改善事務改善事務改善
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【平成25年度　方向性】

小中学校の各クラブによる環境保全活動のほか、町内
の子供会などが指導者の下で年間事業として計画的に
実施するエコクラブ活動に対しても、活動を奨励す
る。
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成
2
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年
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【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

団体補助等の特定の相手先への
補助金や交付金事業のため

H23事業名 こどもエコクラブ活動補助事業 1002

558


